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〜⼭梨県の農業技術職について〜

○ ⼭梨県は、⽣産量⽇本⼀を誇るぶどう、もも、すもも
をはじめとする果樹を中心に、水稲、野菜、花き、畜産
等の特色ある産地が形成されており、その農村景観は県
⺠共有の財産であり、貴重な観光資源にもなっています。

○ 農政部では、農業振興基本指針の確実な推進を図るた
め、様々な施策を進めています。

○ 農業職の職員は、農業の振興や担い手の確保に関する
施策の企画・⽴案、⽣産技術や経営管理技術の普及指導、
農振制度や農地転⽤などの農地⾏政、新しい品種や栽培
技術に関する試験研究等、幅広い分野の業務を⾏ってい
ます。

農業技術職の業務内容

○ 農業技術職は、⼀般⾏政、普及指導、研究、農業⼤学
校講師などいろいろな業務に携わることができます。

○ また、直接農家の方などと接する機会も多く、自分の
仕事の成果を肌で感じることが出来るやりがいのある仕
事です。

【本庁】
農政総務課、担い手・農地対策課、販売・輸出支援課、
農業技術課、果樹・６次産業振興課、⾷糧花き水産課、
農村振興課

【出先機関】
各地域農務事務所(地域普及センター等)、総合農業技術
センター（病害虫防除所）、果樹試験場、専門学校農業
⼤学校

※ 上記農政部の他､観光文化部､産業労働部､森林環境
部､県⺠⽣活部においても農業技術職員が業
務を⾏っています。

○農政総務課
農業施策の調査・企画・⽴案及び調整、農業委員会等への支援、農業遺産の活動支援、農業協同組合・農業共済
組合の検査指導監督 等

○担い手・農地対策課
新規就農・担い手対策の推進、認定農業者の確保、企業の農業参⼊、農地利⽤集積対策・農地中間管理事業の推進、
農業振興公社の運営指導 等

○販売・輸出支援課
農畜産物のブランド⼒の強化、農畜産物の販売支援、卸売市場の開設等の許認可、農畜産物の輸出支援 等

○農業技術課
農業技術及び農業経営に係る普及指導活動の企画⽴案・評価及び地域普及センターの指導、協同農業普及事業の運
営、農業関係制度資⾦、農業⼤学校の運営指導、農業関係試験研究の総合調整、農薬適正使⽤指導・植物防疫 等

○果樹・６次産業振興課
果樹の⽣産・振興対策、野菜の⽣産・振興対策、農業の６次産業化の推進、新農産加工品開発の推進 等

○⾷糧花き水産課
米穀の需給調整の推進、主要農作物の⽣産振興及び消費拡⼤、花き・特産作物の⽣産振興、フラワーセンターの管
理運営指導 等

○農村振興課
農⽤地の利⽤調整、都市農村交流の推進、農福連携の推進、耕作放棄地の再⽣活⽤、農業の多⾯的機能の発揮、農
地管理、地籍調査の推進 等

○各地域農務事務所（地域普及センター）
⾷料・農業・農村等に関する施策の推進、農地法・農振法等に関する事務、農地中間管理事業に関する事務、農業
の担い手育成・確保、集落営農の推進、地域農業の⽣産・経営指導 等

○総合農業技術センター（病害虫防除所）
普通作物・野菜・花き等に関する農業の革新に係る支援、作物栄養・土壌肥料に関する試験、肥飼料検査、普通作
物・特⽤作物・野菜類・花き類の新たな栽培技術の開発・改良、病害虫発⽣予察と防除指導 等

○果樹試験場
果樹⽣産に係る革新支援及び専門技術の普及指導、⽣⾷⽤ブドウ・醸造⽤ブドウ・モモ・スモモ・オウトウの新品
種育成及び栽培技術に関する研究、果樹の病害虫防除・土壌管理・栄養⽣理・鮮度保持に関する研究 等

○専門学校農業大学校
農業経営を担う⽣産のプロフェッショナルを養成するための教育、果樹経営のスペシャリストを養成するための教
育、学⽣⽣活・進路指導、各種研修の実施及び就農者訓練事業 等

⼭梨県農政部農業技術課

配属所属

具体的な業務



農家の方々の経営改善や産地づくりのために、農作物
の栽培技術の情報を提供したり、経営計画の作成や
経営管理についてお手伝いする仕事です。
また農業セミナーなど農業後継者の育成や、女性の起
業活動や６次産業化に向けた支援もします。
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「普及指導」の業務と
は、どんな仕事をする
人ですか？
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普及指導員は、「毎日この手順で仕事をする」といったルーチンワークは少なく、
今自分がどんな仕事をしなければいけないのか、自分で考えて動く必要があります。



普 及 活 動 事 項 活動地域

① 優良品種の導入・産地化に向けた支援 甲府市、南アルプス市

② 直売所・起業グループへの６次産業化の推進 管内全市町

③ 高品質化、低コスト化による産地の強化 管内全市町

④ 優良品種の導入・産地化と産地維持に向けた支援 韮崎市

⑤ トマト産地の生産力強化 北杜市

⑥ 施設野菜の生産体制強化 南アルプス市、中央市、甲府市

⑦ 花きの生産安定と販路拡大支援 管内全市町

⑧ 銘柄畜産物の生産基盤強化と飼料自給率の向上 管内全市町

⑨ 新規就農者の確保育成 管内全市町

⑩ 農業経営の法人化や企業参入の支援 管内全市町

武藤
担当
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課題名

普及活動事項

直売所・起業グループへの６次産業化の推進

活動内容

➊ ６次産業化の

推進支援

❷ 起業グループ・

女性農業者の

活動推進
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６次産業化とは？
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生 産 加 工

に繋がる！

販 売

１次産業 × ２次産業 × ３次産業

＝

所得の向上 雇用の創出 地域活性化



「美味しい甲斐開発プロジェクト事業」を活用した新商品開発支援

相談対応
•６次産業化や新商品開発に関わる相談対応

•内容に合わせて、各支援事業を紹介

事業への応募

•事業活用希望者ごとに、

応募申請書等の作成を

支援

試食会へ参加
•計３回の試食会への参加を促し、専門家から

アドバイスをもらう

新商品完成！

5



＜活動の背景＞

・農業就業人口の過半は女性農業者
⇒女性の感性や能力を発揮
（加工品開発、起業グループの設立、直売活動）

⇒伝統食・文化などの地域資源を生かした都市農村交流
活動の推進

農業・農村の活性化に女性農業者は不可欠

＜問題点及び課題＞

・高齢化による活動停滞
⇒イベントや商品のマンネリ化

6



若手女性農業者向け交流会の開催

農閑期を中心に中北管内の若手女性農業
者を対象にした交流会を開催

●Ｒ１年の開催内容
第１回 １２月２３日
テーマ：６次産業化と食品衛生

第２回 １月３０日
テーマ：青色申告と決算書の作成、

若手女性農業者の活動事例

メルマガ配信

☝の若手女性農業者に向けて、
随時女性向けのセミナーやマル
シェの開催情報、各事業の紹介
メールを配信

●Ｒ１年は計１３回配信
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まとめ

中北農務事務所では、他にも様々な
課題や業務に取り組んでいます。
どの業務も、山梨の農業を守る
やりがいのある仕事です。

皆様に、少しでも農業技術職に
興味を持っていただければ嬉しいです。

またお会いできることを
期待しております。


